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5。

お知 らせ・お願 い

受付にて名札をお受けとり下さい。諸費用未納の方はお納め下さい。

受付に学会本部が出張しておりますので、学会費未納の方はお納め下

発表の 1.2番 前にはその部会々場へおいで下さい。

研究発表は 1人 15分、質問時間は 5分 となつております。発表時間の

厳守をお願い致 します。

研究発表の レジュメ(1,600字 程度 )を 部会責任者にお渡 し下さい。

(9月 15日 午後 5時締切。以後は一切受けつけませんので御注意下さし、)

なお、英文 タイ トルは編集部にて修正させていただ くばあいがありま

す。 あらか じめ御了承下さい。



日 程

9月 13日 (金)

編 集 委 員 会 (Jヽ会議室 )

学会賞選考委 員会 (小 会議室 )

公 開 講 演 会 (341教室 )

「 日本文化における遠心と求心」

「 日本仏教の学際的研究」

理   事   会 (大会議室 )

9月 14日 (土)

山
　
村

上

　

田

11

12

14

春

芳

17

開 会

研 究 発 表

評議員選考委員会

評  議  員  会

研 究 発 表

記 念 写 真 撮 影

総      会

懇   親   会

(3号館 0341教室

(2号館・各教室 )

(高 校会議室 )

(大会議室 )

(2号館・各教室 )

(中 庭 )

(3号館・ 341教室

(品 川駅前・ ホテル パ シ フ ィ ック )

式 9

9

10

12

13

15

16

18

9

12

13

17

9月 15日

研  究  発

編 集 委 員

研  究  発

閉   会

(日 )

表 (2号館・各教室 )

会 (小 会議室 )

表 (2号館・各教室 )

式 (3号館 0341教室 )

-1-

00～ 12:

00～ 14:

00～ 16:

平  先 生

朗  先 生

00～ 19

00～  9

30～ 12

00～ 12

00～ 13

00～ 15

30,-16

20～ 17

00～ 20

00～ 12

00～ 13

00～ 17

30～ 18

00

00

30

00

30

00

00

00

20

00

00

00

00

00

20

00



第 1部 (225教室 )

9月 14日 (JD 午前 (9:30～ 12:00)

1.「情緒的一体感」と日本人の宗教                島 田 裕 巳 (麟 麟 センター)

2.宗教的知について                       
マ
氣 多 雅 子 (愛   知   大)

3.ピーコ・デッラ・ミランドラにおける<ens≫と≪ unu m≫ について  酒 井 紀 幸 (早       大)
4.宗教の理念と事実のあいだ                   澤 井 義 次 (天   理   大)
5。 宗教の神学としての宗教学                   高 田 信 良 (龍       大)
a聖俗転換の問題                        前 田  毅 (鹿  児  島  大)
7.宗教経験の構造                        玉 城 I認雲S(日       大)

9月 14日 (D 午後 (13:00～ 15:20)

会

8.宗教的空間と身体

9。 クザーヌスにおける閃 立物の一致 (coincidentia oppositonun)」

聖書研究への統計解析法適用の問題点 一一 ZAWの 対論を例として

日本人の宗教倫理について

12.ミ ッション・ スクールの宗教社会学 ―一序説

13.近 代イスラムの展開におけるダイナミズムー ギアツの所論を中心に

14。 「唯信」と“SOla fide"

9月 15日 (日 )午 前 (9:00～ 12:00)

15.姉崎正治の神秘主義とその形成

16.聖・俗問題の一側面

17.現代アメリカ宗教における保守主義

18。 現代アメリカ宗教におけるいやし

19。 「生天光手記」における空間認識の問題をめぐつて

20.古代ギ リシアにおける「定め」と「正しさ」 ―一 ホメロスか ら一

21.回心物語と宗教的三分法

22.宗教学とイスラム研究

23.宗教と経済倫理再考

9月 15日 (日 ) 午後 (13:00-16:00)

24。 ことばと他者

25.宗教における抑圧と解放

26.ユ ングにおける「転移」の問題

27.宗教の機能論的定義について 一―デュルケムからルックマンヘ

28。 人間学的唯物論と宗教

29。 M.ウ ェーバー「倫理」論文における宗教理解の特徴

30。 ドイツ普及福音新教伝道会について

31.M.ガ ンディーとRo N.ベ ラーの市民宗教

32.セ ンス・オブ 0サー トゥンティ

田 中 英 三 (京 都 女 大)

山 下 一 道 (龍     大)

伊 藤 利 行 (筑  波  大)
管 井 大 果 (ノヽ 代 学 院 大)

北 り|1直 利 (聖 霊女短大付属高)

佐 島  隆 (東   北   大)
加 藤 智 見 (東 京 工 芸 大)

星 官 智 光 (聖 母 女 学 院 短 大)

堀 越 知 巳 (早     大)

柴 田 史 子 (筑  波  大)

島 薗 進 (東 京 外 大)

安 達 義 弘 (九     大)

中 西 裕 一 (日     大)

林   淳 (愛 知 学 院 大)
小 田 淑 子 (東     大)

芹 川 博 通 (淑 徳 短 大)

土 井 道 子 `

大 越 愛 子 (京 都 産

垂 谷 茂 弘 (京

百 々 雅 子 (お 茶 の 水 女

亀 山 純 生 (東 京 農 工

金 井 新 二 (東

関 岡 一 成 (神 戸 市 外

葛 西  実 (I  C
井 F]富二夫 (筑   波

大)

大)

大)

大)

大)

大)

U)

大)
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第 2部

9月 14日 (」D 午前 (9:30～ 12:00)

(226教室 )

1.カ ントにおける自然と究極 目的について

2.I。 カントにおける「無制約者」の概念について

3.カ ントにおける道徳と宗教

4.I。 カントにおける道徳法則の事実性

5.プ ラトンの霊魂論について

6.ラ イプニッツの悪論について

7.後期シェリングについて

9月 14日 (J 午後 (13:00～ 15:20)

8.パスカルのメモ リアルについて

9。 シヨーペンハウアーの意志概念について

lo。 ヘーゲル『 精神現象学 』における「主と奴の逆転」

11.ヘ ーゲルの芸術宗教論 一―懐疑について 一

12.ヘ ーゲルの内のヘルダーリン

13.デ ュルケームにおける道徳と宗教について

14.デ ュルケムにおける宗教と科学

9月 15日 (日) 午前 (9:00～ 12:00)

15。 キルケゴールにおける「罪」をめく
゛
つて

16。 キェルケゴールの実存思想

17.キ 三ルケゴールにおける「真理の証人」論争

18。 キェルケゴールに於ける単独者の殉教と愛

19。 キェルケゴールの関係概念について

20。 キルケゴールにおける絶対的逆説の問題

21.エ マソンの宇宙観

22.ソ クラテスに関する二種類の宗教性

23.ア リス トテレス『 祈りについて』

9月 15日 (日 ) 書イ麦(13:00～ 16:00)

24.ラ ウテンバ ッハのマンネゴル トにおける宗教と哲学

25.ハ イデッガーの「言葉」と真言、三体詩等について

26ハ イデッガーの思索

27.超越と自己 ― ハイデッガーの思索の根本動向

28.ス ピノザの神観における、予言・予言者と自然的光明の問題

29.ラ イプニッツにおける表象について

30.ニ ーチェにおける真理の問題一―J.デ リダの“ElerOns"を めぐつて下

31.ニ ーチェの誠実性と高貴性

32.ベ ルジャエフの思想と現代

△
ム

鈴 木

木 村

村 野

保 呂

岡 本

高 瀬

岡 村

久 (大

彦 (筑

男 (文

彦 (筑

修 (大

宏

夫 (舞

泉 (大

虔 (日

司 (東

健 (京

憲 (龍

亮 (東

善 (東

樹 (東

優 (愛

義 (大

治 (花

道 (大

巳 (大

元 (天

博 (東

稔 (早

顕 (早

信

雄 (京

浩 (京

徳 (早

男 (早

恒 (京

一 (戸

夫 (上

正

波

教 女
波

正

鶴

谷

海
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知

外

園

谷

電 通
理

海

板 女 短
智

短

一万

勝
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篤

大)
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大)
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専)
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大)

大)

大)

大)

大)
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大)
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正

康

宮

還
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中

山

田

西

荒

国

佐

築

Jヒ

宮

保

丸

永

山 諦

田 隆

脇

島 秀

崎

丸 徳

倉 直

井

井 哲

藤 幸

山 修

田 勝

田

坂 幸

野

阪

阪

矢 内

鐙 本

松 丸
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光

壽
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隆

英

正

雄

貞
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第 3部 会 (227教室 )

9月 14日 (J 午前 (9:30～ 12:00)
1.R.ブルトマンと「哲学」                   土 屋  博 (北
2.シ ェーラーにおける「神の生成」について            宮 野 升 宏 (大

3。 バークリの神                           酒 井 サヤカ (日

4.レ ッシングの「理神論」解釈の端緒となるもの          玉 井  実 (東
5.エ ックハルトにおける「UNUM―無差別なるもの」について    田 島 照 久 (明
6。 バル トの芸術論――そのETHIK Ⅱ:KAP Ⅳに見る終末論的方向付 山 本  和 (日
7。 新発見のK.バルトのR.ブルトマン宛の書簡をめぐつて     熊 澤 義 宣 (東
9月 14日 (=0 午後 (13:00-15:20)
アウグスティヌスにおける記憶について

シュライエルマッハーの初期キ リス ト論一 ランズベルグの二年間―

古代イスラエルー神教をめぐる二 。三の問題

神の「三つの実体」 ―一 アンセルムスの思想と言語表現の一考察

バル トの神の現実性について

パウロにおけるロゴス論二考

三井楽カトリックをめぐつて

9月 15日 (日) 午前 (9:00～ 12:00)
ルターにおける職業観の問題 一―序論的考察 ―

世俗権力の正当性をめぐつて 一―ルターと再洗礼派 ―

三身即一の如来と三位一体の神

キ リス トと久遠仏                     |
聖書の贖罪精神と神権をめぐつて

哲学と宗教との接点について

ヘーゲル左派によるキ リ|ス ト教批判の諸相

神の恩寵と人間の業をめぐる東西思想の接点

知性の限界と神秘経験 ――十字架の聖ヨハネとデカル トー

(早

(日

(立

(早

(九

大)

大)

大)

大)

大)

研)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

科

士バ
　
　
学

正

歯

工

星

神

神

本

一示

本

8。

9:

10。

11.

12.

13.

14.

15。

16.

17.

18.

19.

20。

21.

22.

23.

可ヽ 阪

長 江

月 本

古 田

大 島

Jヽ 山

坂 井

康 治

弘 晃

昭 男

暁

末 男

宙 丸

信 生

(異翅臓 ュ‐ れン研)

(広  島  工  大)

早乙女 證 子 (大 阪 体 育 大)
中 野  毅 (創   価   大)
野々山 : 宏 (京都国際瞑想文化研)

尾 崎  誠
木 原 範 恭 (近     大)

沼 田 滋 夫 (昭 和 音 短 大)

寺 田 ひろ子
坂 本  進
鶴 岡 賀 ‐雄 (東    大)

9月 15日 (日 ) 書イ麦(13:00～ 16:40)
24.初期ス トア派における神概念

25。 後期シェリングにおける神について

26.赤岩栄における「主体」の追求

27.イ グナシオ・デ 0ロ ヨラにおける服従論の多面的性格について

28.イ グナチオ・ デ 0ロ ヨラの宗教体験と「霊動弁別」について

29.ア ウグスチヌスにおける意志の自由について

30。 アンセルムスにおける罪の問題

31.エ ー トスの転換としての祈り

32.カ ルキディウスとフィロン受容史の問題

33.神の死

34.ア プラハムの祝福

兼

諸

石

/Jヽ

越

道

笠

棚

石

/Jヽ

山

禾1

岡

り||

林

前

弊

井

次

り||

メ||

我

琢 也 (早

道比古

都 (筑

紀 由 (日

喜 六 (上

滋穂子 (早

貞 (群

正 和 (仏

悦 久 (早

圭 治 (筑

哲 雄 (埼

波

智

馬

波

玉
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第 4部 (228郵ヒ[三 )

9月 14日 (J 午前 (9:30～ 12:00)

1.Jayamaigal百 の性格について

2.Candrarrtiの『 五蘊論 』について

3.ビルマ上座部分派の一傾向一― フゲットウィン派

4.チ ベットの神々と儀礼

5。 竜樹作 Catuhstava(四 讃頌 )について

6。 道綽念仏義の特色再考

7.章安の温槃経玄義に現われている天台教学について

9月 14日 l■) 午後 (13:00～ 15:20)

Prattstrasenaの 「般若心経広註」

「般若経」における天耳通について

『 無量寿女口来会』の唯除女口来所加威者について

喩伽師地論における菩薩行について

四縁説について一一特に鍮伽行派において一

ネパール写本対照による『 唯識三十頌』の考察

中国八関斎初探

9月 15日 (日) 午前 (9:00～ 12:00)

仏典における須菩提像

四正勤・四正断

北部タイ新出雑阿含経写本について

『 起信論』と『 十地経論』

法華経序品における仏・菩薩の研究

20.如来蔵と性起

21.ア ヴァダーナ・ シャタカと根本有部

22.仏教経済哲学試論 一―パーリ仏教の認識論によるアプローチー

23.慈心相向について

9月 15日 (日) 守イ麦(13:00～ 17:00)

24.仏 と法の問題提起

25.Hevaira― cyCleに於けるPr!ha説

26.カ マラシーラの唯識思想と修道論

27. J Tvanlnukti について

28.Mttgandiya― suttaの文献学的考察

29.ク リシュナムルティの思想

30.Pttli文 献に見られる比喩について

31.Jainaの「業・煩悩」観について

32.サ ーンキヤ思想におけるupttdh iの 問題

33。 ジャータカの山岳修行者

34.ダルマキールティの聖典観

35。 ダルマキールティ宗教哲学の特色

△
バ

茂 木 秀 淳 (信

池 田
'1動
はF(駒

生 野 善 應 (亜

寺 西 知 行 (大

斎 藤  明 (東
久米原 恒 久 (大

河 村 孝 照 (東

渡 辺 章 悟

山 口  務
徳 永 道 雄 (京

清 水 海 隆 (立

兵 藤 一 夫 (大

舟 橋 尚 哉 (大

里 道 徳 雄 (東

智

道 (妙

樹

徹 (仏

哉 (東

二 (大

生 (東

隆 (華

明 (仏

誠 (大

昭

基 (筑

彦 (東

千 明 束

島 田 茂

森 山 清

伊 藤 道

平 木 光

西 尾 秀

南  清
榎 本
:正

浅 野 玄

佐久間 光

小 野

木 村 俊

州   大)
大)

細  亜  大)
正   大)

大)

正   大)
洋   大)

都  女  大)
正   大)
谷   大)
谷   大)
洋   大)

正   大)
谷   大)
正   大)
重
々
 大)

正   大)

都 文 教 短 大)

北   大)
洋 食 品 工 短大)

観 文 庫 研)

大)

北   大)

阪 学 院 大)

方   研)
頂  短  大)

大)

谷   大)

崎

原

濤

村

戸

橋

野

木

日

勝

柏

松

竹

関

石

岡

勝

春

裕

信

泰

牧

法

真

大

大

大

三

立

京

東

東

彦

行

雄

男

夫

誠

潔

一太

祀

波   大)
海  女  大)
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第 5部 会 (235教室 )

9月 14日 (幻  午前 (9:30～ 12:00)
1.源信における「頑魯」の問題
2.貞慶の浄土観とその信仰 ――法然浄土教批判の一考察 ―
3.親鸞の著述に見られる天竺懺主の文について

4.存覚の思想研究 ――特に仮名聖教を中心にして 一―
5。 親鸞における自然法繭の思想

6。 一遍の機と法

7。 夢と夢定

9月 :4日 (D 午後 (13:00～ 15:20)
8.『 西方要決 』の四修法について

9。 祖師禅の世界

10.宋朝禅と三教一致思想 ―一虎丘派の場合 ―
11.ク マーラジーヴァと禅観

12.盤珪禅師の女性教化

13.『 六祖壇経 』の五本、七冊について

14.馬祖語録「汚染」考

9月 15日 (日 )午 前 (9:00～ 12:00)

『 正法眼蔵』―一眼晴巻一考

禅家金層録に於ける禅教深浅論について

日蓮と法華経における「供養J手段の置き換えをめぐつて

親鸞の仏性論の基点

浄土荘厳

蓮如における否定と無常について

長西の群疑論引用について

禅宗叢林の修道論的特色

赤尾道宗「心得」の特色と蓮女口の教化

9月 15日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:20)

24,「浄土・ 再会」考

25.法然における往生論の意味

26.證空の三縁釈

27.「安心決定妙」における願行観

28。 明恵上人における信 一―『 華厳信種義 』を通して 一

29。 日蓮聖人の「阿閣世」解釈について

30。 日蓮聖人真蹟遺文における断簡化について

31。 日蓮と親鸞 ――末法思想と五逆・謗法を中心として一

32.日 蓮聖人教学における即身成仏論

33.法華一揆に関する一考察

34。 日蓮聖人の「文字」と「ことば」に対する観念

35。 日蓮における宗教性と空間認知の構造

36.鎌倉新仏教の源泉 一一恵心僧都源信の仏性論と親鸞・ 日蓮 ―

敏

淳

至

彰

俊

真

慈

田

瀬

川

田

吉

宮

楠

前

柳

寺

和

藤

子 (東

證 (龍

成 (相

弘 (大

昭 (大

雄 (近 大

海 (花

Jヒ

愛

谷

谷

豊 岡

園

正

大)

大)

大)

大)

大 )

女短 大)

大)

大)

大 )

院 大)
1 大)
.大
)

書 館)
大)

粂 原 勇

鄭   茂
長名洲1昌

木 村 清

小 林 園

長 嶋 孝

風 間 敏

岡 島 秀

申  正
大久保 雅

三 明 智

藤 嶽 明

田 代 俊

金 子 寛

西 村 恵

橋 本 芳

池 見 澄

萩 原 晃

廣 川 尭

新 保

柴 崎 照

原  慎
寺 尾 英

関 戸 尭

西 片 元

糸 久 宝

北 川 前

笠 井 正

渡 辺 宝

慈 (大

換 (駒

弘 (愛

孝 (東

照 (花

行 (国

夫 (法

隆 (愛

午

行、(九

彰 (大

信 (大

孝 (同

哉 (大

信 (花

契 (北 陸

知 学

園

会 図

知 学 院 大)

大)

谷   大)
谷  短  大)
朋   大)
正   大)
園   大)
学 院 短 大)

隆 (仏

俊 (大

敏 (大

哲 (日

和 (高

定 (立

智 (立

海 (立

證

賢 (立

肇 (立

弘 (西

陽 (立

正

正

正

正

正

日 本
正

大)

大)

大)

高)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

短 大)
大)

谷

山

谷

正

比

野
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第 6部 会 (236教室 )

9月 14日 (J 午前 (9:30-12:00)
1.近代日本の小仏教運動

2.渡米以前の鈴木大拙における比較宗教

3。 「西田哲学」における神の観念について

4.西 田哲学における「自覚」の問題

5。 西田哲学における弁証法の意義

6.西 田哲学における「場所」への道

7.井上円了の勅語衛義書をめぐつて

9月 14日 (」∋  午後 (13:00-15:20)

8。 知多における仏教の展開 1、 仏教各派の進出と発展

〃      2、 岩屋寺蔵宋版一切経について
平安時代の物忌に関する二・三の考察

平安貴族社会における儒教と仏教

覚銀と阿字命息観

金剛界曼陀羅 ――賢劫十六尊に就いて

密教経軌の真言文について

9月 15日 (日 ) 午前 (9:00～ 12:00)

15.慶長 19年の駿府城中仏教諸宗論議について

16.『 妙貞問答』の成立をめぐる諸問題

17.仏像の身体と人間の身体一―仏教初伝期における生死観に関連して

18。 若き日の浅原才市

19.福沢諭吉『 僧侶論』とその反響――明治 15年 一
20.寺院の役割

21.芥川龍之介と悪魔

22.幕藩体制下の宗教統制の一側面

23.大 内青轡の教化思想と教会・結社をめぐる問題

9月 15日 (日 )午 後 (13:00～ 16:20)
24.西 田哲学におけるポイエシスの概念

25。 新宗教の地域社会への伝播・浸透・定着過程

26.人神と清正公信仰

27.山 片幡桃の仏教批判

28.長 門の盲僧史料について

29.仏師法橋浄慶について

30。 昭和初期における「日本姉妹会」設立発展の地盤

31.十五年戦争下の宗教弾圧

32.「雫祭」形成の宗教的背景と特色

33。 民間祭司のシャーマン性

藤 井

脇 本

岡

川 村

高 坂

上 田

三 宅

佐 藤

長谷部

三 橋

藤 原

栗 山

横 地

八 田

丸 茂

ず員イ§り‖

中 村

佐 藤

田 中

坂 内

椿

古 賀

池 田

小 坂

磯 岡

町 田

村 石

伊 藤

江 口

青 山

村 上

栗 原

櫻 井

悦 成 (愛 知 学 院 短 大)

幽 曝 (愛 知 学 院 大)

正 (大   正   大)
正 己 (大   谷   大)
秀 純 (大   正   大)
清 恵      )
幸 雄 (関 西 学 院 大)

健 志 (国  学  院
平 也 (駒

廣 二 (十 文 字 学

永 子 (花  園
史 朗 (近

閑 照 (京

守 常 (日

湛 祥 (立   正

彰 (日

生 雄 (愛  知
平 (大  谷  女
敬 信

龍 雄

賞 (深  川  商
和 貝J(文   化
英 俊 (旭 川 大 女 短

国 継 (日

哲 也 (成   城
順 文 (立   正

恵 照 (東   洋
芳 枝 (山  口  女
正 尊 (東 日 本 学 園

玄 (南   山
重 良 (慶

圭 介 (大 東 文 化

徳太郎 (駒

大)

大)

園)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

高)

庁)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)
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第 7部 会 (237教室 )

9月 14日 (」D 午前 (9:30～ 12:00)

1.檀家を持たない寺院に対する「祈り」の実態

2.山 口県北長門海岸の二重氏子制

3。 多元的信仰生活の構造について一一藤原実資の場合

4.空海手形と弁才天両面灰仏の研究

5.黒住教における遷霊式について

6.戦後における創唱神話の歩み

7.谷地八幡宮の一山組織 一―特に六供を中心として一一

9月 14日 (J 午後 (13:00～ 15:20)

な。九州有明海の補陀落渡海 一―雲仙修験と補陀落渡海―

9.弥勒伝承の起源

10.翁童考 一一神話とライフ・サイクルを手がかりとして

11.古伝新嘗祭の成立

12.神宮奉幣使考

13.神国思想の思想的形成に関する一考察

14.風獅爺について

9月 15日 (日)午 前 (9:00～ ‖ :“ )

15。 四方拝祭祀の一考察

16.『 足助八幡宮縁起』諸本について

17.禅宗寺院と天狗信仰の一例一―迦葉山と沼田まつりの場合

18。 中西直方の「死」の問題

19.地域社会における御嶽信仰の事例

20。 加賀来教寺と金毘羅信仰一―山廻役高畠家の盛衰に関連して一

21.津軽の民間祈薦師における先祖観

22。 日吉根本塔縁起をめぐつて

9月 15日 (日) 書Lィ麦(13:00～ 16:00)

23.共同研究 : 伊勢志摩地方の霊魂観念

24. ″   鳥羽市旧加茂村の盆行事
25。  〃   伊勢志摩地方の大念仏
26. ″   伊勢志摩地方の葬式
27. 〃   朝熊山 。青峯山の民間信仰
28.山王神道の形成に関する一考察

1、 特色

2、 盆行事

3、 大念仏

4、 葬式

5、 山の信仰

29。 『 金光教教典』について 一― 「お知 らせ事覚帳」

30。 移住と祖先祭祀の変化

31.押合い祭の構造と「祈り」の意味

鈴 木 岩 弓

喜多村  正
華 園 聰 麿

齋 藤 彦 松

藤 原 照 彦

由 中  買
月 光 善 弘

根 井  浄
松 岡 由香子

鎌 田 東 二

平 井 直 房

小 松  馨
白 山 芳想 5

窪  徳 忠

渡 部 員 弓

門 屋  温
渡 部 正 英

安蘇谷 正 彦

高 橋  渉
菊 池  武
池:上 良 正

菅 原 信 海

赤 池 憲 昭

川 上 光 代

八 幡 崇 経

竹 内 堅 丈

木 村 登 次

佐 藤 員 人

畑    憧
田 島 忠 篤

平 野 孝 國

(島

(島

(東

(梵

(関

(長

(山

(大

(愛

(国

(国

(国

(皇

(駒

(国

(早

(駒

(国

(宮

(大

(弘

(早

(愛

(愛

(愛

(愛

(愛

(国

根   大)
根   大)
北   大)

字 資 料 研)

西  外  大)
田   高)

形 女 短 大)

谷   大)
知   大)
学  院  大)
学  院  大)

学  院  大)
学  館  大)

大)

学  院  大)
: 大)

大   高)
学  院  大)
城 学 院 女 大)

谷 1  大)
前 1  大)

大)

知 学 院 大)

知 学 院 大)

知 学 :院 大)
知 学 :院 大)
知 学 院 大)

学
: 院  大)

(明 の 星 女 短 大)

(新
:  潟   大)
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第 8部 会 (238教室 )

9月 14日 (:土) 午前 (9:30～ 12:00)

祝祭と暴力

下都賀 (栃木県 )にみられる符行

中国古代神話における地母神

台湾に於ける璃池金母 (王母娘娘 )信仰について

犬をめぐるプロアスター教の法慣習について

タイにおける仏足跡信仰 ――スコータイ時代を中心として一

急激な社会変化と宗教 ――シンガポール華人社会の事例から一

9月 14日 l■)午 後 (13:00～ 15:20)

民俗治療をめぐつて―一 青森県津軽地方の巫者の事例から一

宗教にみられる治療的機能

みず子供養にみる宗教性の問題

みず子供養にみる霊魂の問題

みず子供養にみる呪術の問題

中国古代の氏族の構成と祖先崇拝

中国最古の祭祀遺址

9月 15日 (日 ) 午前 (9:00-12:00)

ドゴン族の転倒儀礼

maternalismの 成立一 Mediugorjeの 聖母出現を―事例として一

祗園精舎の鐘をめぐつて

ビンドクニ寺院の象徴的構造 :パン
`ル
レプールのヴィトーバー寺院

ヤームナと主宰神論証

王姫セミラミスと地母神キュベレ

古代ローマのルペルカーリア祭 :狼の宗教的象徴性

ルネッサンス美術考

ヨーロッパにおける立体墓地

9月 15日 (日 ) 午後 (13:00-17:20)

24.西 チベットに見られる新年の密教儀礼について          塚 本 佳 道

25。 植民地状況下の宗教                      大矢野 文 明

26.鎮魂の諸相                         津 城 寛 文

27.黒人霊歌にみる「約束の地」                  佐 藤 睦 子

28.ベ ンガル仏教徒意識調査                    三 友 量 順

29.ブ ラジルの日系多国籍宗教                   中 牧 弘 允

30.仏教における差別と解放の問題――施陀羅解をめぐつて一―    秦  治 人
31.宗教施設とその方位について                  春日井 真 英

32.臓器提供と宗教的態度                     中 野 東 禅

33。 古都保存協力税と信教の自由                  池 田  昭
34。 「 日本的精神風土」と「畏敬の念」               山 口 和 孝
35。 学校教育における宗教関係教材の現状と課題に関する一研究    深 り‖ 恒 喜
36。 政教分離否定に奉仕する宗教理論― 阿部美哉氏の忠魂碑論など―  佐 木 秋 夫

和 田 俊 昭

黒 川 弘 賢

森  雅 子
岡 田 栄 照

中別府 温 和

宇治谷  顕
佐々木 宏 幹

川 村 邦 光

西 田 隆 男

岩 本 一 夫

神 原 和 子

大 西  昇
池 澤  優
池 田 末 利

竹 沢 尚一朗
石 神 武 信

島  義 徳
島    岩
石 飛 貞 典

小 川 英 雄

松 村 一 男

住,田:良 仁

藤 井 正 雄

(大

(慶

正   大)
大)

(西 南 女 学 院 短 大)

(名 古 屋 音 大)
(駒       大)

(自 由 の 森 学 園)

(東 京 工 芸 大)
(東 京 工 芸 大)

(東 京 工 芸 大)
(東       大)

(東 京 外 大)

(日 大 三 島 学 園 高)

(帝 塚 山 学 院 大)

(名       大)
(駒       大)

(慶       大)

(東       大)

(東   海   大)
(大   正   大)

(高 野 山 大)

(東       大)

(東       大)

(立   正   大)
(民       博)

(大 谷 女 大)

(名   城   大)
(駒       大)

(和 歌 山 大)

(埼   玉   大)
(尚 美 音 短 大)

(国 民 文 化 会 議)
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交 通 機 関 翻莉 轟豊繊彗葬辮

立 正 大 学

東京都品川区大崎 4の 2の 16

(山手線五反田駅・大崎駅,

都営地下鉄浅草線五反田駅下

車,徒歩10分 。または東急

池上線大崎広小路駅下車,徒

歩2分。)

学 園 概 要 灘 騨 鐵 辮 難華幕1翼1華縦彗轟辮 珊 議脚輔 醐 翻 辮 華響騨織鵬

彦

織騨
一
一出
市
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目

出
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理   事   会

評 議 員 会

学会賞選考委員会

編 集 委 員 会

評議員選考委員会

公 開 講 演 会

開 会 式 ・ 総 会

懇   親   会

記 念 写 真 撮 影

研 究 発 表 会

第  1 部

第  2 部
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場

△
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